
【目的】ヒスタミン(Him)やチラミン(Tym)

は、食品の製造工程において、細菌等が産生

する脱炭酸酵素により分解され生成するた

め、発酵食品等に含まれることがある。ヒト

が食品を経由してHim又はTymを過剰に摂取し

た場合、急性的にアレルギー様症状が起きる

可能性がある。農林水産省は、食品中のHim

やTymの摂取がヒトの健康に悪影響を及ぼす

可能性があるかを科学的に判断するため、こ

れまでに大豆発酵食品中のHim、Tymの含有実

態を調査し、経口暴露推定値を報告した

(2013)。今回、発酵食品のうち日本人が摂取

する機会・量が多いチーズ、農産物漬物及び

発酵乳等を対象として、Him、Tymの含有実態

を調査し、経口暴露量を推定した。 

【方法】調査試料及び点数：チーズ75点、農

産物漬物40点、発酵乳等30点(2012年採取) 

分析法：調査試料全量を粉砕、混合し、過塩

素酸溶液で抽出して遠心分離し、ろ過した。

炭酸ナトリウム溶液、ダンシルクロライド-

アセトン溶液を加えた後、ヘキサンで抽出

し、減圧乾固した残留物にアセトニトリルを

加えて溶解し、LC-MSで定量した。 

経口暴露量の推定方法：各食品を一度に多量

摂取する場合を想定し、食品の摂取量をそれ

ぞれ一人(体重55 kgと仮定)一食当たり、チ

ーズ100 g、農産物漬物200 g(1包装分)、発

酵乳500 g(1パック分)として、本調査で得ら

れた各食品中のHim、Tym濃度の最大値を乗じ

て、経口暴露量を推定した。 

【結果】チーズ2点から500 mg/kg以上のTym

が定量された。農産物漬物2点から60 mg/kg

以上のHimと80 mg/kg以上のTymが定量され

た。発酵乳等のHim濃度はすべてLOQ未満であ

り、Tymは1点でのみ定量された。 

調査試料及

び分析対象 
LOQ 

(mg/kg) 

LOQ未満

の割合 
濃度 (mg/kg) 

最小値 最大値 平均値 

チー

ズ 

Him 0.7 81% <0.7  86   4.6 

Tym 0.9 53% <0.9 540  31  
農産

物漬

物 

Him 0.8 63% <0.8  99   8.0 

Tym 0.9 45% <0.9 120   8.5 

発酵

乳等 

Him 0.9 100% <0.9  <0.9   0.3 

Tym 0.9 97% <0.9   3.1   0.5 

注)平均値の算出方法：LOQ未満の割合が60%以下の品

目は、LOQ未満の濃度をLOQ/2として算出した。LOQ

未満の割合が60%を超える品目は、LOD未満の濃度を

LODとし、LOD以上かつLOQ未満の濃度をLOQとして算

出した。 

各食品からの推定経口暴露量を下表に示す。 

食品 
一食当たりの推定暴露量 (mg/人) 

Him Tym 

チーズ             8.6           54 

農産物漬物            20           24 

発酵乳等            <0.5            1.6 

【考察】本調査における推定経口暴露量は、

健常者での健康被害が報告されている最小量

(Him:22 mg/人、Tym:5.5 g/人)1,2より低く、

通常の食事をすればHim、Tymによる健康被害

が生じる可能性は低い。ただし、Him濃度の

高い農産物漬物を多量に摂取すれば、Himの

推定暴露量が、健康被害が報告されている最

小量に近い値となる。Him、Tym感受性が高い

人では、より少ない暴露量でも健康被害が生

じる可能性があると言われている。 
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